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1.環境経営方針

 (1) 自動車燃料・建設機械燃料および電力使用の消費に伴う二酸化炭素排出
量の削減に取り組みます。

 (2) 事業活動に伴う総排水量(水使用量)を削減するために、水資源の節水
活動に取り組みます。

 (3) 建築廃棄物の発生抑制・再使用および再生利用を推進することにより
廃棄物排出量の削減に取り組みます。

 (4) 環境に与える影響を考慮し、グリーン購入を推進いたします。
 (5) 環境に関連する法令・条例およびその他の請求事項を遵守いたします。
 (6) 環境経営レポートで積極的に情報を公開することにより、地域住民の

方・協力企業の方など、外部との環境コミュニケーションを推進いたし
ます。

 (7) 若年社員の技術力及び知識の不足を補うために内部教育を実施するなど、
経営における課題とチャンスを明確にし、環境負荷低減に努めます。

１

環境理念

2019年 11月 1日
株式会社 石松組

代表取締役 石松 肇

 当社は上記の環境経営方針を実行に移すために、年度環境経営目標
を定め各部門に実施させ、継続的改善に努める。

 これらの実行を確実にするために、毎年経営計画にて必要な経営資
源を明確にして提供する。

 顧客要求事項及び法的要求事項を満たすことの重要性を組織内に徹
底すると共に、経営者自らが環境経営システムの実行内容をチェッ
クし改善していく。

株式会社 石松組は企業として次世代により良い地球環境を引き継ぐため
に社員一丸となり積極的に環境保全に取組み、事業活動に伴う環境への
負荷を継続的に削減する。

決意表明



2.事業の概要

 1.事業所及び代表者 株式会社石松組
代表取締役 石松 肇

 2.本社所在地 東京都港区高輪 3-25-35

TEL 03-3447-6785

FAX 03-3444-2766

資材置場所在地 東京都港区高輪 3-20-13

 3.環境管理責任者 ⾧田 守善
TEL 03-3447-6785

 4.事業の内容 土木構造物・建築物の施工
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活動規模 単位 2023年度 2022年度 2021年度

売上高 百万円 485 386 395

従業員 人 21 18 18

事務所床面積 ㎡ 487 487 487

資材置場床面積 ㎡ 335 335 335



3.エコアクション21組織図
及び認証登録範囲

組織図
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エコアクション21認証登録範囲
土木構造物・建築物の施工・業務に関わる全て
を認証登録範囲とする。

：環境経営システム組織

　　

経営者

協力業者

管理責任者（エコアクション２１責任者）
長田 守善

エコアクション２１担当者
福 雄二郎
石松 晃

佐藤 拓人

総務部 資材置場 建築部 土木部

(本社部門) (建設現場部門）

責任と権限



 エコアクション21委員会は、上記の責任と権限を有し
全従業員に対して環境活動を周知する。

 全従業員は、上記事項を良く理解し積極的に環境活動を
行うこととする。

環境経営システムに関する
責任と権限一覧表
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職務

環境経営方針の決定

環境経営目標の承認

環境経営目標実施計画書の承認

経営者 管理責任者の任命

石松 肇 経営資源の手配

マネジメントレビューの実施

経営における課題とチャンスの明確化

環境経営方針・環境経営も組表の実施管理

環境経営システムの啓蒙

環境に関わる文書の管理

手順書の作成、承認

環境に関する責任と権限の見直し

管理責任者 別表１ 環境への負荷の自己チェックシート集の作成

(エコアクション21責任者) 別表２ 環境への取り組みの自己チェックリスト作成

⾧田 守善 環境経営目一覧表の作成及び推進

法的及びその他要求事項の特定・遵守評価表の作成

EA21担当者 エコアクション２１委員会の開催

福 雄二郎 不適合の管理

石松 晃 不適合の是正処置・予備処置の有効性の確認

佐藤 拓人 環境教育実施計画の策定

環境教育の実施

環境への取組みを行う意義の周知

法令の詳細把握

法規制に関する業務の担当者 法令遵守の推進

防火に関する啓蒙実施

防火管理者 火災訓練の実施

福 雄二郎

石松 晃

環境問題の現状把握

全従業員 エコアクション２１における環境への取組みの実施

環境経営目標及び環境行動計画の遂行

責任と権限



単位 2023年度 2022年度 2021年度

① 温室効果ガス量 二酸化炭素 kg-CO２ 39,872 36,779 34,452

(排出係数0.426kg-CO２/kWh) kg-CO２
kg-CO２

② 廃棄物排出量及び 一般廃棄物 再資源化量 t 0.77 0.79 0.68

廃棄物最終処分量 t

最終処分量 t 0.65 0.69 0.65

再資源化率 % 54.2% 53.4% 51.1%

産業廃棄物 再資源化量 t 5.5 37.7 16.3

t

最終処分量 t 10.1 17.7 23.0

再資源化率 % 35.2% 68.1% 41.5%

③-1 総排出量 公共用水域 ㎥

下水道 ㎥ 291 267 335

③-2 水使用量 上水 ㎥ 291 267 335

工業用水 ㎥

地下水 ㎥

④ 化学物質使用量 エチルベンゼン kg 0.21 0.11 0.22

キシレン kg 0.67 0.35 0.71

ベンゼン kg 0.41 0.58 0.24

トルエン kg 5.20 6.88 3.11

⑤ エネルギー使用量 購入電力(新エネルギー除く) MJ 162,799 163.177 148.806

化石燃料 MJ 291,384 218,848 180.751

新エネルギー MJ

その他 MJ

⑥ 資源等使用量 資源使用量 t 54 52

循環資源使用量 t

⑦ 総製品生産量または 製品生産量等 t

  総商品販売量 環境負荷低減に資する製品等 t

環境への負荷
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4.環境への負荷の状況
(取りまとめ表)

全社(本社部門＋建設現場部門)

 ※1 二酸化炭素排出量の排出係数は、令和5年7月18日環境省発表の

(株)東急パワーサプライの調整後排出係数排出係数0.426kg-CO２/kWhを使用
 ※2 総製品生産量または総商品販売量の項目は該当無し



単位 2023年度 2022年度 2021年度

① 温室効果ガス量 二酸化炭素 kg-CO２ 20,330 23,135 21,211

(排出係数0.426kg-CO２/kWh) kg-CO２
kg-CO２

② 廃棄物排出量及び 一般廃棄物 再資源化量 t 0.77 0.79 0.68

廃棄物最終処分量 t

最終処分量 t 0.65 0.69 0.65

再資源化率 % 54.2% 53.4% 51.1%

産業廃棄物 再資源化量 t

t

最終処分量 t

再資源化率 %

③-1 総排出量 公共用水域 ㎥

下水道 ㎥ 291 261 331

③-2 水使用量 上水 ㎥ 291 261 331

工業用水 ㎥

地下水 ㎥

④ 化学物質使用量 エチルベンゼン kg

キシレン kg

ベンゼン kg

トルエン kg

エネルギー使用量 購入電力(新エネルギー除く) MJ 162,799 163,173 148,802

化石燃料 MJ 9,274 9,574 8,273

新エネルギー MJ

その他 MJ

⑥ 資源等使用量 資源使用量 t

循環資源使用量 t

⑦ 総製品生産量または 製品生産量等 t

  総商品販売量 環境負荷低減に資する製品等 t

環境への負荷
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4-1.環境への負荷の状況
(部門別取りまとめ表)

本社部門

 ※1 二酸化炭素排出量の排出係数は、令和5年7月18日環境省発表の

(株)東急パワーサプライの調整後排出係数排出係数0.426kg-CO２/kWhを使用



環境への負荷 単位 2023年度 2022年度 2021年度

① 温室効果ガス量 二酸化炭素 kg-CO２ 19,542 13.644 11.241

(排出係数0.426kg-CO２/kWh) kg-CO２
kg-CO２

② 廃棄物排出量及び 一般廃棄物 再資源化量 t

廃棄物最終処分量 (    ) t

最終処分量 t

再資源化率 %

産業廃棄物 再資源化量 t 5.5 37.7 16.3

(    ) t

最終処分量 t 10.1 17.7 23.0

再資源化率 % 35.2% 68.1% 41.5%

③-1 総排出量 公共用水域 ㎥

下水道 ㎥ 0 6 4

③-2 水使用量 上水 ㎥ 0 6 4

工業用水 ㎥

地下水 ㎥

④ 化学物質使用量 エチルベンゼン kg 0.21 0.11 0.22

キシレン kg 0.67 0.35 0.71

ベンゼン kg 0.41 0.58 0.24

トルエン kg 5.20 6.88 3.11

エネルギー使用量 購入電力(新エネルギー除く) MJ 0 4 4

化石燃料 MJ 282,110 209,274 172,478

新エネルギー MJ

その他 MJ

⑥ 資源等使用量 資源使用量 t 54 52

循環資源使用量 t

⑦ 総製品生産量または 製品生産量等 t

  総商品販売量 環境負荷低減に資する製品等 t
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4-2.環境への負荷の状況
(部門別取りまとめ表)

建設現場部門

 ※1 二酸化炭素排出量の排出係数は、令和5年7月18日環境省発表の

(株)東急パワーサプライの調整後排出係数排出係数0.426kg-CO２/kWhを使用



実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

二酸化炭素排出量削減

(省エネルギー)

排出係数0.426kg-CO２/kWh

41,231

kg

ー

CO2

23,913

kg

ー

CO2

24,037 101% × 23,669

kg

ー

CO

2

21,211 90% 〇 23,425

kg

ー

CO

2

23,135 99% 〇 23,186

kg

ー

CO2

20,330 88% 〇

購入電力 51,876 KW 38,596 KW 41,981 109% × 38,202 KW 41,334 108% × 37,809 KW 45,326 120% × 37,422 KW 45,222 121% ×

都市ガス 360 ㎥ 111 ㎥ 92 83% 〇 110 ㎥ 177 161% × 109 ㎥ 120 110% × 108 ㎥ 207 192% ×

ガソリン 4,804 L 593 L 341 58% 〇 581 L 248 43% 〇 575 L 287 50% 〇 569 L 278 49% 〇

軽油 ー L ー L ー ー ー ー L ー ー ー ー L ー ー ー ー L ー ー ー

廃棄物排出量削減

(リサイクル推進)
5.2 t 3.8 t 2.6 68% 〇 3.8 t 2.1 55% 〇 3.7 t 1.5 40% 〇 3.7 t 1.41 38% 〇

排水量削減(節水) 426 ㎥ 298 ㎥ 331 111% × 295 ㎥ 331 112% × 292 ㎥ 261 89% 〇 289 ㎥ 291 101% ×

判定

2022年度目標

(2021年10月～

2022年9月)

2021年度目標

(2020年10月～

2021年9月)

2020年度目標

(2019年10月～

2020年9月)

2023年度目標

(2022年10月～

2023年9月)

第2期平均値

×97％

第3期平均値

×96％

第2期平均値

×98％

第2期平均値

×99％

2020年度実績 2021年度実績 2022年度実績 2023年度実績
判定 判定 判定

2009年度

(2008年10月～

2009年9月)

EA21開始当初

環境目的

判定 判定 判定 判定

〇 〇 〇 〇

達成(件)

0件

目標(件)

0件

達成(件)

0件 0件

目標(件) 達成(件)

0件 0件

目標(件) 目標(件) 達成(件)

0件 0件環境に関するクレーム

判定 判定 判定 判定

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

目標率

85%

86%

達成率

85%

85%

目標率

85%

87%

達成率

85%

87%

目標率 達成率 目標率 達成率

85% 85%

89% 89%

85% 85%

88% 88%

ビル灯具のLED化

コピー用紙

実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

二酸化炭素排出量削減

(省エネルギー)

排出係数0.426kg-CO２/kWh

35,923

kg

ー

CO2

28,039

kg

ー

CO2

18,795 67% 〇 27,752

kg

ー

CO2

11,241 41% 〇 27,466

kg

ー

CO

2

13,644 50% 〇 27,058

kg

ー

CO2

19,543 72% 〇

購入電力 2,010 KW 4,114 KW 1,467 36% 〇 40,072 KW 1 0% 〇 4,030 KW 1 0% 〇 3,970 KW 1 0% 〇

ガソリン 7,298 L 8,845 L 6,940 78% 〇 8,754 L 4,461 51% 〇 8,664 L 5,361 62% 〇 8,535 L 7,050 83% 〇

軽油 3,377 L 1,622 L 732 45% 〇 1,605 L 622 39% 〇 1,589 L 800 50% 〇 1,565 L 1,235 79% 〇

廃棄物排出量削減

(リサイクル推進)
89.0 t 91.5 t 33.7 37% 〇 90.5 t 39.4 44% 〇 89.6 t 55.4 62% 〇 88.3 t 15.6 18% 〇

排水量削減(説水) 117 ㎥ 23.8 ㎥ 16.0 67% 〇 23.5 ㎥ 4.0 17% 〇 23.3 ㎥ 6.0 26% 〇 22.9 ㎥ 0.0 0% 〇

判定

第2期平均値

×99％

2020年度目標

(2019年10月～

2020年9月)

2021年度目標

(2020年10月～

2021年9月)

第2期平均値

×98％

2022年度目標

(2021年10月～

2022年9月)

第2期平均値

×97％

2023年度目標

(2022年10月～

2023年9月)

第3期平均値

×96％

2023年度実績

判定 判定 判定

EA21開始当初

2009年度

(2008年10月～

2009年9月)環境目的

2020年度実績 2021年度実績 2022年度実績

 第3期中期計画(2019年10月～2023年9月)の環境項目とその環境目標値
及び実績値を以下に示します。

 第3期中期計画での目標値は、第2期中期計画の4ヶ年(2016年度～2019年度)の
実績値の平均値を基準値とし1%/年の削減を目標として設定いたしました。

部門 : 本社
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5. 中期計画 環境経営目標とその実績

 環境管理 第3期中期計画

 環境経営目標・実績一覧表

※今年度は、第2期中期計画の4ヶ年平均値-4%を目標値とする。

グリーン購入品・自らが加工するサービスに関する項目

部門 : 建設現場



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) KW 2,840 2,840 3,180 3,180 3,430 3,330 3,030 2,840 2,840 3,260 3,440 3,212

実績(月) 2,953 3,517 4,139 4,300 5,013 3,627 3,181 2,743 3,037 4,056 4,310 4,278

購入電力 達成度(月) (113) (677) (959) (1,120) (1,583) (297) (151) 97 (197) (796) (870) (1,066)

達成度(％) 104% 124% 130% 135% 146% 109% 105% 97% 107% 124% 125% 133%

目標(累計) KW 2,840 5,680 8,860 12,040 15,470 18,800 21,830 24,670 27,510 30,770 34,210 37,422

実績(累計) 2,953 6,470 10,609 14,909 19,922 23,549 26,730 29,473 32,510 36,566 40,876 45,154

達成度(累計) (113) (790) (1,749) (2,869) (4,452) (4,749) (4,900) (4,803) (5,000) (5,796) (6,666) 7,732

責任者 累計達成度 104% 114% 120% 124% 129% 125% 122% 119% 118% 119% 119% 121%

評価 21%

手段の実績

2023 4/4期2023 3/4期2023 2/4期2023 1/4期

事務所稼働時間増加及び夜間工

事開始に伴い、エアコン使用率

が増えた。

事務所稼働時間増加及び夜間工

事開始に伴い、エアコン使用率

が増えた。

昨期はコロナ禍による出社制限を
行ったため電力使用が減少した
が、今期は目標程度となった。

猛暑の影響で、冷房による電気

使用量が増加えた。

石松(晃)

× × × ×

目標

3階までのエレベーター使用抑制

冷暖房温度の設定の管理の徹底

残業時の事務所照明範囲の配慮

パソコン等の節電対策の徹底

手段の計画

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) kgーCO２ 1,760 1,860 2,060 2,060 2,150 2,060 1,780 1,710 1,760 2,100 1,950 1,936

(排出係数0.426kgーCO２)/kWh 実績(月) 1,264 1,528 1,920 2,015 2,254 1,808 1,396 1,205 1,411 1,745 1,956 1,825

達成度(月) 496 332 140 45 (104) 252 384 505 349 355 (6) 111

達成度(％) 72% 82% 93% 98% 105% 88% 78% 70% 80% 83% 100% 94%

目標(累計) kgーCO２ 1,760 3,620 5,680 7,740 9,890 11,950 13,730 15,440 17,200 19,300 21,250 23,186

実績(累計) 1,264 2,793 4,713 6,729 8,983 10,791 12,187 13,393 14,804 16,549 18,505 20,330

達成度(累計) 495.542 827.06 967 1,011 907 1,159 1,543 2,047 2,396 2,751 2,745 2,856

責任者 累計達成度 72% 77% 83% 87% 91% 90% 89% 87% 86% 86% 87% 88%

評価 -12%

手段の実績

仮眠室利用が増えたものの、ガ

ソリン購入が大幅に減り、目標

値に近い結論となる。

2023 4/4期
目標

2023 1/4期 2023 2/4期 2023 3/4期

石松(晃)

3階までのエレベーター使用抑制

冷暖房温度の設定の管理の徹底

残業時の事務所照明範囲の配慮

パソコン等の節電対策の徹底

仮眠室利用が増えたものの、ガ

ソリン購入が大幅に減り、目標

値に近い結論となる。

購入電力においても目標値に近

い結果となるが、外出機会の減

少が多分に影響している。

〇 〇 〇 〇

手段の計画

猛暑の影響で、冷房による電気

使用量が増加しているものの、

ガソリン消費量の低減が大きく

影響された。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) ㎥ 5 8 13 15 17 11 7 7 7 6 6 6

実績(月) 3 14 18 41 42 37 19 17 5 8 3 1

都市ガス 達成度(月) 2 (6) (5) (26) (25) (26) (12) (10) 2 (2) 3 5

達成度(％) 60% 175% 138% 273% 247% 336% 271% 243% 71% 133% 50% 17%

目標(累計) ㎥ 5 13 26 58 58 69 76 83 90 96 102 108

実績(累計) 3 17 35 41 118 155 174 191 196 204 207 208

達成度(累計) 2 (4) (9) 17 (60) (86) (98) (108) (106) (108) (105) (100)

責任者 累計達成度 60% 131% 135% 71% 203% 225% 229% 230% 218% 213% 203% 193%

評価 93%

手段の実績

目標

手段の計画

× × × ×

夜間工事による仮眠室利用の増

加が購入電力同様、影響してい

る。

夜間工事による仮眠室利用の増

加が購入電力同様、影響してい

る。

仮眠室の利用頻度により増減が

決まるため、目標と実績の対比

が難しい。

10月～3月と比較した際には減少傾向。

仮眠室の利用頻度により増減が決まるた

め、目標と実績の対比が難しい。
石松(晃)

不要な仮眠室利用の禁止

給湯温度の設定を低くする。

2023 1/4期 2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

部門 : 本社
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今年度の目標値及び実績値の各項目
について、以下の表に示します。

 都市ガス

 CO2排出量

 購入電力

環境経営目標・環境経営計画
（2023年度） 2022年10月～2023年9月

※今年度目標は第2期中期計画の4ヶ年平均×96%を目標値とする



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) L

実績(月)

軽油 達成度(月)

達成度(％)

目標(累計) L

実績(累計)

達成度(累計)

責任者 累計達成度

評価

手段の実績

2023 4/4期2023 3/4期2023 2/4期2023 1/4期
目標

手段の計画

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

排水量削減(節水) 目標(月) t 49 48 48 48 48 48

実績(月) 46 53 54 51 47 40

達成度(月) 3 0 (5) 0 (6) 0 (3) 0 1 0 8 0

達成度(％) 107% 110% 113% 106% 98% 83%

目標(累計) t 49 49 97 97 145 145 193 193 241 241 289 289

実績(累計) 46 46 99 99 153 153 204 204 251 251 291 291

達成度(累計) 3 3 (2) (2) (8) (8) (11) (11) (10) (10) (2) (2)

責任者 累計達成度 94% 94% 102% 102% 106% 106% 106% 106% 104% 104% 101% 101%

評価 1%

手段の実績

10月に受水槽内の清掃を行ったた
め、水使用量は増加した。
仮眠室利用頻度の増加も影響して
いる。

年度末工事で現場へ出る社員が

多いが、仮眠室での使用量増加

があり、目標値に近い値とな

る。

事務所滞在者数が増えているも

のの、夜間工事の減少による仮

眠室利用の減少が影響したと思

われる。

仮眠室利用の増加の影響によ

り、水使用量も増加している。

石松(晃)

小まめな開閉栓による日常的な節水

作業・清掃・洗車時、節水の心掛け

目標

手段の計画

2023 1/4期 2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

× × × ×

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

廃棄物排出量削減(リサイクル推進) 目標(月) t 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.40 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30

実績(月) 0.12 0.12 0.15 0.10 0.11 0.13 0.13 0.12 0.12 0.11 0.10 0.10

達成度(月) 0.18 0.18 0.15 0.20 0.19 0.27 0.17 0.18 0.18 0.19 0.20 0.2

達成度(％) 41% 40% 51% 33% 37% 33% 43% 40% 40% 37% 34% 33%

目標(累計) t 0.3 0.6 0.9 1.2 1.5 1.9 2.2 2.5 2.8 3.1 3.4 3.7

実績(累計) 0.12 0.24 0.40 0.50 0.61 0.74 0.87 0.99 1.11 1.22 1.32 1.42

達成度(累計) 0.18 0.36 0.50 0.70 0.89 1.16 1.33 1.51 1.69 1.88 2.08 2.28

責任者 累計達成度 41% 40% 44% 41% 40% 39% 39% 39% 40% 39% 39% 38%

評価 -62%

手段の実績

目標

前期4ヶ年の平均データに基づ

き目標値を設定したため、前年

とほぼ変わらない結果となる。

前期4ヶ年の平均データに基づ

き目標値を設定したため、前年

とほぼ変わらない結果となる。

コロナ禍による事務所滞在が増

えているものの、目標値より少

ない排出量となった。

年々、ゴミの排出量は順調に

減ってきている。

〇 〇 〇 〇

石松(晃)

材料、製品注文時の簡易包装の推進

一般廃棄物の分別を行い、

リサイクルを推進

手段の計画

2023 1/4期 2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) L 45 45 50 50 50 50 50 45 45 47 45 47

実績(月) 0 0 51 41 12 79 0 0 46 0 49 0

ガソリン 達成度(月) 45 45 (1) 9 38 (29) 50 45 (1) 47 (4) 47

達成度(％) 0% 0% 102% 82% 24% 158% 0% 0% 102% 0% 109% 0%

目標(累計) L 45 90 140 190 240 290 340 385 430 477 522 569

実績(累計) 0 0 51 92 104 183 183 183 229 229 278 278

達成度(累計) 45 90 89 98 136 107 157 202 201 248 244 291

責任者 累計達成度 0% 0% 36% 48% 43% 63% 54% 48% 53% 48% 53% 49%

評価 -51%

手段の実績

目標

手段の計画

〇 〇 〇

営業車での移動を抑えて、電車

等の公共交通機関をなるべく利

用するよう周知している。

コロナ禍による営業訪問、移動

そのものが皆無であったため。

コロナ禍による営業訪問が皆無

となり、外出が減ったため。

外出機会が激減したためだが、

別途記載の燃費管理にて管理も

行う。

〇

2023 1/4期 2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

石松(晃)

車両のアイドリングストップの徹底

運行ルート確認の徹底

立会い等での外出時に公共機関の利用

エコ運転の徹底

部門 : 本社
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 ガソリン

 軽油

 排水量削減(節水)

 廃棄物排出量削減(リサイクル推進)

軽油使用の営業車が無くなったため、除外

※今年度目標は第2期中期計画の4ヶ年平均×96%を目標値とする

環境経営目標・環境経営計画
（2023年度） 2022年10月～2023年9月



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) KW 330 330 330 330 340 330 330 330 330 330 330 330

実績(月) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

購入電力 達成度(月) 330 330 330 330 340 330 330 330 330 330 330 330

達成度(％) 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

目標(累計) KW 330 660 990 1,320 1,650 1,980 2,320 2,650 2,980 3,310 3,640 3,970

実績(累計) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

達成度(累計) 330 660 990 1,320 1,650 1,980 2,320 2,650 2,980 3,310 3,640 3970

責任者 累計達成度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

評価 -100%

手段の実績

2023 1/4期 2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

現場事務所を設けることも無

く、電力購入を要する特定工事

が無かった。

現場事務所を設けることも無

く、電力購入を要する特定工事

が無かった。

現場事務所を設けることも無

く、電力購入を要する特定工事

が無かった。

社宅工事、現場ハウスの設置有

無により、大幅に増減が影響さ

れる。

〇 〇 〇 〇

⾧田

目標

手段の計画

昼休み時間などの時間外の節電

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) L 720 700 700 700 720 720 700 700 700 720 720 735

実績(月) 482 430 538 633 564 724 398 577 700 757 595 652

ガソリン 達成度(月) 238 270 162 67 156 (4) 302 123 0 (37) 125 83

達成度(％) 67% 61% 77% 90% 78% 101% 57% 82% 100% 105% 83% 89%

目標(累計) L 720 1,420 2,120 2,820 4,260 4,260 4,960 5,660 6,360 7,080 7,800 8,535

実績(累計) 482 912 1,450 2,083 2,647 3,371 3,769 4,346 5,046 5,803 6,398 7,050

達成度(累計) 238 508 670 737 1,613 889 1,191 1,314 1,314 1,277 1,402 1,485

責任者 累計達成度 67% 64% 68% 74% 62% 79% 76% 77% 79% 82% 82% 83%

評価 -17%

手段の実績

目標

エコ運転の徹底

車両のアイドリングストップの徹底

立会等での外出時に公共機関の

利用を促進

手段の計画

〇〇

⾧田
コロナ禍による予算削減で、工

事稼働現場が大幅に少なかった

ため。

年度末にかけては工事量が一時

増えたが、電車通勤も取り入れ

たため減少した。

コロナ禍で減少していた工事稼働
現場が、去年に比べ増加傾向
比例してガソリン消費量も増えて
いる。

コロナ禍で減少していた工事稼働
現場が、去年に比べ増加傾向
比例してガソリン消費量も増えて
いる。

〇 〇

2023 1/4期 2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) kgーCO２ 2,250 2,250 2,300 2,300 2,400 2,300 2,250 2,200 2,200 2,200 2,200 2,208

(排出係数0.426kgーCO２)/kWh 実績(月) 1,474 1,209 1,377 1,605 1,569 1,935 1,199 1,475 1882 2344 1486 1985

達成度(月) 776 1,041 923 695 831 365 1,051 725 318 (144) 714 223

達成度(％) 66% 54% 60% 70% 65% 84% 53% 67% 86% 107% 68% 90%

目標(累計) kgーCO２ 2,250 4,500 6,800 9,100 11,500 13,800 16,050 18,250 20,450 22,650 24,850 27,058

実績(累計) 1,474 2,683 4,061 5,666 7,235 9,170 10,369 11,845 13,727 16,071 17,558 19,542

達成度(累計) 776 1,817 2,739 3,434 4,265 4,630 5,681 6,405 6,723 6,579 7,292 7,516

責任者 累計達成度 66% 60% 60% 62% 63% 66% 65% 65% 67% 71% 71% 72%

評価 -28%

手段の実績

手段の計画

⾧田

昼休み時間などの時間外の節電

エコ運転の徹底

車両のアイドリングストップの徹底

手戻り作業をなくすこと

年度末により工事が一時的に増

え、ガソリン、軽油の使用量が

増えた。

工事予算削減により、当社で受

注した工事が引き続き大幅に

減っているため。

コロナの影響により減少してい

た受注工事やや増加傾向にあ

り、工事現場稼働が比例して増

加している。

〇 〇 〇 〇

2023 4/4期

購入電力も無く、稼働現場が例

年より激減している影響が大き

い。

目標
2023 1/4期 2023 2/4期 2023 3/4期

部門 : 建設現場
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 CO2排出量

 購入電力

 ガソリン

※今年度目標は第2期中期計画の4ヶ年平均×96%を目標値とする

環境経営目標・環境経営計画
（2023年度） 2022年10月～2023年9月



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

排水量削減(節水) 目標(月) t 4.0 4.0 4.0 3.0 3.9 4.0

実績(月) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

達成度(月) 4.0 4.0 0.0 4.0 0.0 3.0 0.0 3.9 0.0 4.0 0.0

達成度(％) 0% 0% 0% 0% 0% 0%

目標(累計) t 4.0 4.0 8.0 8.0 12.0 12.0 15.0 15.0 18.9 18.9 22.9 22.9

実績(累計) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

達成度(累計) 4.0 4.0 8.0 8.0 12.0 12.0 15.0 15.0 18.9 18.9 22.9 22.9

責任者 累計達成度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

評価 -100%

手段の実績
⾧田

2023 1/4期

現場事務所を設けることも無

く、社宅工事などの特定工事が

無かった。

〇

小まめな開閉栓による日常的な節水

作業・清掃・洗車時、節水の心がけ

手段の計画

目標

工事の種類によって水道使用の

有無があるが、節水の意識は引

き続き高い状態にある。

現場事務所を設けることも無

く、社宅工事などの特定工事が

無かった。

購入電力同様、社宅工事、現場

ハウスの設置有無により、大幅

に影響される。

2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

〇〇 〇

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

廃棄物排出量削減(リサイクル推進) 目標(月) t 7.0 7.5 7.5 7.5 7.5 8.5 7.5 7.0 7.0 7.0 7.0 7.3

実績(月) 3.6 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 4.0 0.0

達成度(月) 3.4 7.5 7.50 3.50 7.50 8.5 7.5 3.0 7.0 7.00 3.0 3.8

達成度(％) 51% 0% 0% 53% 0% 0% 0% 57% 0% 0% 57% 0%

目標(累計) t 7.0 14.5 22.0 29.5 37.0 45.5 53.0 60.0 67.0 74.0 81.0 88.3

実績(累計) 3.6 3.6 3.6 7.6 7.6 7.6 7.6 11.6 11.6 11.6 15.6 15.6

達成度(累計) 3.4 10.9 18.4 21.9 29.4 37.9 45.4 48.4 55.4 62.4 65.4 72.7

責任者 累計達成度 51% 25% 16% 26% 21% 17% 14% 19% 17% 16% 19% 18%

評価 -82%

手段の実績

手段の計画

目標

コンクリート廃材やアスファル

ト廃材などの重量物の有無によ

り、数値が上下する

産廃発生工事の増減により、数

値にバラつきが生じる。

コロナ禍で減少していた工事稼

働現場が、去年に比べ増加傾向

しているが、産廃発生工事が

減っているため。

〇〇〇

2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

〇

産廃発生工事の増減により、数

値にバラつきが生じる。

2023 1/4期

石松(晃)

材料、製品注文時の簡易包装の推進
一般廃棄物の分別を行い、リサイクル
可能な限り型枠材、建築資材の再使用
を推進

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) L 130 130 130 130 140 140 125 125 130 130 125 130

実績(月) 138 82 50 53 101 99 107 53 100 228 41 183

軽油 達成度(月) (8) 48 80 77 39 41 18 72 30 (98) 84 (53)

達成度(％) 106% 63% 38% 41% 72% 71% 86% 42% 77% 175% 33% 141%

目標(累計) L 130 260 390 520 660 800 925 1,050 1,180 2,321 1,435 1,565

実績(累計) 138 220 270 323 424 523 630 683 783 1,011 1,052 1,235

達成度(累計) (8) 40 120 197 236 277 295 367 397 1,310 383 330

責任者 累計達成度 106% 85% 69% 62% 64% 65% 68% 65% 66% 44% 73% 79%

評価 -21%

手段の実績

目標

手段の計画

〇

2023 2/4期 2023 3/4期 2023 4/4期

〇 〇

⾧田
稼働現場はあるものの、軽油使

用のトラックやユニック車の使

用頻度が少なかった。

コロナ禍で減少していた工事稼働
現場が、去年に比べ増加傾向
比例して軽油消費量もやや増えて
いる。

コロナ禍で減少していた工事稼働
現場が、去年に比べ増加傾向。
比例して軽油消費量も増えてい
る。

〇

稼働現場はあるものの、軽油使

用のトラックやユニック車の使

用頻度が少なかった。

2023 1/4期

車両のアイドリングストップの徹底

不要な積載物を小まめに整理

エコ運転の徹底

部門 : 建設現場

12

 軽油

 廃棄物排出量削減(リサイクル推進)

 排水量削減(節水)

※今年度目標は第2期中期計画の4ヶ年平均×96%を目標値とする

環境経営目標・環境経営計画
（2023年度） 2022年10月～2023年9月



部門 : 本社

13

6. 中期計画 環境経営目標とその実績

 第3期中期計画が2023年度にて終了しましたので、第4期中期計画(2024年10月
～2027年9月)として環境項目とその環境目標値を以下に示します。

 第4期中期計画での目標値は、第3期中期計画の4ヶ年(2020年度～2023年度)の
実績値の平均値を基準値とし1%/年の削減を目標として設定いたしました。

 目標達成に向けて、全従業員一丸となって取り組む所存です。

 環境管理 第4期中期計画

 環境経営目標・実績一覧表

部門 : 建設現場

実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

1

二酸化炭素排出量削減

(省エネルギー)

排出係数0.426kg-CO２/kWh

41.231

kg

ー

CO2

21,343

kg

ー

CO2

21,127

kg

ー

CO2

22,225

kg

ー

CO2

20,696

kg

ー

CO2

2 購入家電 51.876 KW 43,031 KW 42,597 KW 42,162 KW 41,727 KW

3 都市ガス 360 ㎥ 148 ㎥ 146 ㎥ 145 ㎥ 143 ㎥

4 ガソリン 4.804 L 286 L 283 L 280 L 277 L

5 軽油 ー L ー L ー ー ー ー L ー ー ー ー L ー ー ー ー L ー ー ー

6
廃棄物排出量削減

(リサイクル推進)
5.2 t 1.9 t 1.9 t 1.8 t 1.8 t

7 排水量削減(節水) 426 ㎥ 301 ㎥ 298 ㎥ 295 ㎥ 292 ㎥

判定

2025年度目標

(2024年10月～

2025年9月)

第3期平均値

×98％

2026年度目標

(2025年10月～

2026年9月)

第3期平均値

×97％

2027年度目標

(2026年10月～

2027年9月)

第3期平均値

×96％

2024年度実績 2025年度実績 2026年度実績 2027年度実績
判定 判定 判定No. 環境目的

2009年度

(2008年10月～

2009年9月)

2024年度目標

(2023年10月～

2024年9月)

EA21開始当初
第3期平均値

×99％

実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

1

二酸化炭素排出量削減

(省エネルギー)

排出係数0.426kg-CO２/kWh

35,923

kg

ー

CO2

14,661

kg

ー

CO2

14,513

kg

ー

CO2

14,365

kg

ー

CO2

14,217

kg

ー

CO2

2 購入家電 2,010 KW 365 KW 361 KW 357 KW 354 KW

3 ガソリン 7,298 L 5,893 L 5,834 L 5,774 L 5,715 L

4 軽油 3,377 L 839 L 830 L 822 L 813 L

5
廃棄物排出量削減

(リサイクル推進)
89.0 t 35.6 t 35.3 t 34.9 t 34.6 t

6 排水量削減(説水) 117 ㎥ 7.2 ㎥ 7.1 ㎥ 7.0 ㎥ 7.0 ㎥

判定

第3期平均値

×97％

2027年度目標

(2026年10月～

2027年9月)

第3期平均値

×96％

判定 判定 判定

2026年度実績 2027年度実績

2025年度目標

(2024年10月～

2025年9月)

2026年度目標

(2025年10月～

2026年9月)No. 環境目的

2009年度

(2008年10月～

2009年9月)

EA21開始当初

2024年度実績 2025年度実績

2024年度目標

(2023年10月～

2024年9月)

第3期平均値

×99％

第3期平均値

×98％



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) ㎥ 12 13 13 13 13 12 12 12 12 12 12 12

実績(月) 2

都市ガス 達成度(月) 10

達成度(％) 17%

目標(累計) ㎥ 12 25 38 51 64 76 88 100 112 124 136 148

実績(累計) 2

達成度(累計) 10

責任者 累計達成度 17%

評価

手段の実績

2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期
目標

不要な仮眠室利用の禁止

給湯温度の設定を低くする。
石松(晃)

手段の計画

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) KW 3,586 3,586 3,586 3,586 3,586 3,586 3,585 3,586 3,586 3,586 3,586 3,586

実績(月) 2,971

購入電力 達成度(月) 615

達成度(％) 83%

目標(累計) KW 3,586 7,172 10,758 17,315 17,930 21,516 25,101 28,687 32,273 35,859 39,445 43,031

実績(累計) 2,971

達成度(累計) 615

責任者 累計達成度 83%

評価

手段の実績

目標

石松(晃)

3階までのエレベーター使用抑制

冷暖房温度の設定の管理の徹底

残業時の事務所照明範囲の配慮

パソコン等の節電対策の徹底

手段の計画

2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) kgーCO２ 1,778 1,778 1,780 1,778 1,778 1,778 1,778 1,778 1,778 1,778 1,783 1,778

(排出係数0.426kgーCO２)/kWh 実績(月) 1,380

達成度(月) 398

達成度(％) 78%

目標(累計) kgーCO２ 1,778 3,556 5,336 7,114 8,892 10,670 12,448 14,226 16,004 17,782 19,565 21,343

実績(累計) 1,380

達成度(累計) 398

責任者 累計達成度 78%

評価

手段の実績

目標

3階までのエレベーター使用抑制

冷暖房温度の設定の管理の徹底

残業時の事務所照明範囲の配慮

パソコン等の節電対策の徹底

手段の計画

石松(晃)

2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

部門 : 本社
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 都市ガス

 CO2排出量

 購入電力

環境経営目標・環境経営計画
（2024年度） 2023年10月～2024年9月

※今年度目標は第3期中期計画の4ヶ年平均×99%を目標値とする



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

排水量削減(節水) 目標(月) t 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 26 25

実績(月) 51

達成度(月) (26)

達成度(％) 204%

目標(累計) t 25 50 75 100 125 150 175 200 225 250 276 301

実績(累計) 51

達成度(累計) (26)

責任者 累計達成度 204%

評価

手段の実績
石松(晃)

目標

手段の計画

小まめな開閉栓による日常的な節水

作業・清掃・洗車時、節水の心掛け

2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

廃棄物排出量削減(リサイクル推進) 目標(月) t 0.15 0.15 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16

実績(月) 0.11

達成度(月) 0.04

達成度(％) 73%

目標(累計) t 0.15 0.30 0.46 0.62 0.78 0.94 1.10 1.26 1.53 1.58 1.74 1.90

実績(累計) 0.11

達成度(累計) 0.04

責任者 累計達成度 73%

評価

手段の実績

2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

石松(晃)

手段の計画

目標

材料、製品注文時の簡易包装の推進

一般廃棄物の分別を行い、

リサイクルを推進

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) L

実績(月)

軽油 達成度(月)

達成度(％)

目標(累計) L

実績(累計)

達成度(累計)

責任者 累計達成度

評価

手段の実績

手段の計画

目標
2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) kgーCO２ 1,221 1,221 1,225 1,221 1,221 1,221 1,221 1,221 1,221 1,221 1,226 1,221

(排出係数0.426kgーCO２)/kWh 実績(月) 1,814

達成度(月) (593)

達成度(％) 149%

目標(累計) kgーCO２ 1,221 2,442 3,667 4,888 6,109 7,330 8,551 9,772 10,993 12,214 13,440 14,661

実績(累計) 1,814

達成度(累計) (593)

責任者 累計達成度 149%

評価

手段の実績

手段の計画

昼休み時間などの時間外の節電

エコ運転の徹底

車両のアイドリングストップの徹底

手戻り作業をなくすこと

⾧田

目標
2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

部門 : 本社

15

 ガソリン

 軽油

 排水量削減(節水)

 廃棄物排出量削減(リサイクル推進)

軽油使用の営業車が無くなったため、除外

環境経営目標・環境経営計画
（2024年度） 2023年10月～2024年9月

※今年度目標は第3期中期計画の4ヶ年平均×99%を目標値とする



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) L 491 491 491 491 491 492 491 491 491 491 491 491

実績(月) 674

ガソリン 達成度(月) (183)

達成度(％) 137%

目標(累計) L 491 982 1,473 1,964 2,455 2,947 3,438 3,929 4,420 4,911 5,402 5,893

実績(累計) 674

達成度(累計) (183)

責任者 累計達成度 137%

評価

手段の実績

手段の計画

エコ運転の徹底

車両のアイドリングストップの徹底

立会等での外出時に公共機関の

利用を促進

⾧田

目標
2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) KW 30 30 31 31 31 30 30 30 30 30 31 31

実績(月) 0

購入電力 達成度(月) 30

達成度(％) 0%

目標(累計) KW 30 60 91 122 153 183 213 243 273 303 334 365

実績(累計) 0

達成度(累計) 30

責任者 累計達成度 0%

評価

手段の実績

昼休み時間などの時間外の節電

手段の計画

⾧田

目標
2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) kgーCO２ 1,221 1,221 1,225 1,221 1,221 1,221 1,221 1,221 1,221 1,221 1,226 1,221

(排出係数0.426kgーCO２)/kWh 実績(月) 1,814

達成度(月) (593)

達成度(％) 149%

目標(累計) kgーCO２ 1,221 2,442 3,667 4,888 6,109 7,330 8,551 9,772 10,993 12,214 13,440 14,661

実績(累計) 1,814

達成度(累計) (593)

責任者 累計達成度 149%

評価

手段の実績

手段の計画

昼休み時間などの時間外の節電

エコ運転の徹底

車両のアイドリングストップの徹底

手戻り作業をなくすこと

⾧田

目標
2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

環境経営目標・環境経営計画
（2024年度） 2023年10月～2024年9月部門 : 建設現場
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 CO2排出量

 購入電力

 ガソリン

※今年度目標は第3期中期計画の4ヶ年平均×99%を目標値とする



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

排水量削減(節水) 目標(月) t 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

実績(月) 0

達成度(月) 0.6

達成度(％) 0%

目標(累計) t 0.6 1.2 1.8 2.4 3 3.6 4.2 4.8 5.4 6 6.6 7.2

実績(累計) 0

達成度(累計) 0.6

責任者 累計達成度 0%

評価

手段の実績

2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

⾧田
小まめな開閉栓による日常的な節水

作業・清掃・洗車時、節水の心がけ

手段の計画

目標

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

廃棄物排出量削減(リサイクル推進) 目標(月) t 2.97 2.97 2.97 2.97 2.97 2.97 2.97 2.97 2.97 2.97 2.97 2.97

実績(月) 12.55

達成度(月) (10)

達成度(％) 423%

目標(累計) t 3.0 5.9 8.9 11.9 14.9 17.8 20.8 23.8 26.7 29.7 32.7 35.6

実績(累計) 12.55

達成度(累計) (10)

責任者 累計達成度 423%

評価

手段の実績

目標

材料、製品注文時の簡易包装の推進
可能な限り型枠材、建築資材の再利用
一般廃棄物の分別を行い、リサイクルを
推進

石松(晃)

手段の計画

2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 二酸化炭素排出量削減(省エネルギー) 目標(月) L 70 70 70 70 70 70 69 70 70 70 70 70

実績(月) 97

軽油 達成度(月) (27)

達成度(％) 139%

目標(累計) L 70 140 210 280 350 420 489 559 629 699 769 839

実績(累計) 97

達成度(累計) (27)

責任者 累計達成度 139%

評価

手段の実績

車両のアイドリングストップの徹底

不要な積載物を小まめに整理

エコ運転の徹底

手段の計画

⾧田

目標
2024 1/4期 2024 2/4期 2024 3/4期 2024 4/4期

環境経営目標・環境経営計画
（2024年度） 2023年10月～2024年9月

部門 : 建設現場
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 軽油

 廃棄物排出量削減(リサイクル推進)

 排水量削減(節水)

※今年度目標は第3期中期計画の4ヶ年平均×99%を目標値とする



7-1.主要な環境活動計画の内容

(1)二酸化炭素排出量削減(省エネル
ギー)

①本社
 エアコンの温度

(夏季:28℃冬季:22℃)の設定の徹底
 パソコン不使用時のスリープモード
設定の徹底

 残業時の事務所内照明範囲の配慮を
徹底

 1階から3階までのエレベーター使用
抑制

 車両のアイドリングストップ、エコ
ドライブの徹底(燃費管理一覧表を
活用)

 公共交通機関利用の促進

➁建設現場
 作業時間外の照明、電動工具不使用
時の節電を徹底

 工事用車両のアイドリングストップ、
エコドライブの徹底(燃費管理一覧
表を活用)

 発電機不使用時の小まめなエンジン
の停止を徹底

 工事車両不要時の通勤には公共交通
機関利用を徹底

18



7-2.主要な環境活動計画の内容

(2)廃物物排出量削減(リサイクル推進)

①本社

 材料、製品注文時の簡易包装の推進
 一般廃棄物の分別を行い、リサイクル
を推進

 コピー用紙裏紙の有効活用を推進

②建設現場

 材料、製品注文時の簡易包装の推進
 可能な限り型枠材、建築資材の再利用
を推進

 廃棄物の分別を行い、リサイクルの推
進

(3)排出量削減(節水)

①本社

 小まめな開閉栓による日常的な節水を
徹底

 清掃や洗車時、全員が節水を心がける

②建設現場
 小まめな開閉栓による日常的な節水を
徹底

 作業・清掃・洗車時、全員が節水を心
掛ける

(4)グリーン購入

 古紙の利用100％の名刺を使用すること
や環境に配慮されて製造された髪を優
先的に使用するなど、グリー購入に務
めております。
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7-3.主要な環境活動計画の内容

(5)SDGs

持続可能な地域社会の創造に貢献する
ことを使命と捉え、全社員一丸となっ
て取り組みます。

20

 No.3 あらゆる年齢の全ての人々
の健康的な生活を確保し、福祉を
推進する。

 所属社員や支えるご家族の健康確
保に向け、定期的な健康診断の実
施や、ご家族の方の分も含め、イ
ンフルエンザ等ワクチンの接種を
会社負担にて実施しております。

 No.11 安全で災害に強く、持続可
能な都市及び居住環境を実現する。

 主要顧客となる鉄道インフラの重
要性を鑑み、緊急時の対応を実施
しております。

 大規模震災時の国道巡回協力シス
テムにも参画しております。

 No.12 持続可能な方法で生産し
消費する取組みを進める。

 ３R活動を引き続き推進し、環境負
荷低減に努めて参ります。



8.安全大会の実施

 コロナ禍で中止していた安全大会を数年ぶ
りに開催しました。

 工事を通して安全に特に配慮していた人を
表彰

 高輪警察署交通課さまより安全運転と
エコドライブについての講話

 直近での事故情報の伝達・報告
 夏場の現場で熱中症に気を配ること
表彰を行うことで現場に携わる人たちのモチ
べーションアップ
コロナの影響で減少していた対面でのコミュ
ニケーション等ができました。

安全大会を通じて、運転をする際の心構えや
事故の内容に工事を進めていく重要性を再認
識できました。

23
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9.代表者による環境活動の取組み結果の評価
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平均した数値を基準として採用しており、今期はその4％削減を目標値として定めておりました。

　今期の本社部門においては、夜間工事が増えたことにより仮眠室の利用も増えました。昨年より

都市ガス使用量が大幅に増加したことは、それが主たる要因と思います。

購入電力も昨年に引き続き、21％の目標値オーバーとなりました。こちらは昼間の事務所滞在率は

　エコアクション21の活動を開始してから、14年目の審査時期を迎えることとなりました。

主に鉄道工事を行っている弊社でありますが、顧客の鉄道旅客運賃の減少による影響が甚大に

　今期は第3期中期計画の最終年度でした。第3期中期計画は、第2期中期計画4ヶ年の実績値を

加味して目標値の設定を行いましょう。

良好な結果となりました。しかしながら、年間での目標は達成したとはいえ、コロナの影響があった

外出機会が増えつつあるものの、ガソリンの使用量は目標値-49％と大幅な削減となりました。

と思われます。引き続き宜しくお願いいたします。

影響し、ここ数年は工事発注そのものが少なくなっておりました。しかしながら、本年はコロナウィ

対する負荷が如何様になったか、取組結果を踏まえて以下にその評価を記載いたします。

ルス感染症が5類に分類移行されたこともあり、受注高がようやく回復傾向となってまいりました。

現場稼働率が上がり外出機会が増えつつある昨今において、本社部門、建設現場部門の環境に

少なくなったものの、やはり仮眠室利用の増加が増えたためと思われます。また、設備投資として

一昨年に行った、エアコン1台の増設も影響していると思われます。第4期中期計画では、それを

水使用量においては、1％の目標値オーバーとなりました。数量としては年間で2m
3
程度の増加

こちらは、なるべく公共交通機関を利用するなど、皆さまのご協力もあって大幅な達成になったもの

結果、二酸化炭素排出量削減の全体値としては目標値-12％の達成となり、昨年度と同様に数値は

ですので軽微な未達とは思いますが、甘んじることなく日々の節水を引き続き意識いたしましょう。

前半期が含まれていることを鑑みると、達成、未達成で一喜一憂できないことと感じております。

事業活動がコロナ以前の状態になりつつある来期以降が正念場となってまいりますので、状況を

注視しながら啓蒙活動を引き続き行い、環境負荷低減に全員で努めてまいりましょう。



9.代表者による環境活動の取組み結果の評価
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節電、節水、廃棄物や燃料使用量の削減が、経費節減にも繋がることも浸透してまいりました。

今後も変わらず、大切なことは皆さん一人ひとりが常に環境負荷低減の意識を持つことです。

協力会社さんにもエコ活動のご協力を仰いでいってください。宜しくお願いいたします。

長期工事が減ったため現場ハウスを設けることも残念ながら無く、購入電力は大幅に減りました。

EA21委員の皆さんが中心となって、社内だけでなく現場や安全衛生会議の場でも、引き続き

移動機会は増えつつあるものの、ガソリン、軽油の消費量も目標値から20％前後大幅に減少して

同様に、水使用量についても皆無の状態となりましたので、評価手法は検討したいと思います。

おります。様々な要因で数値の変動はありますが、エコドライブの徹底や低燃費車両に切り替える

　来期以降は、しばし受注回復傾向が継続されると思われます。第4期中期計画で目標値は設定

など、この先も設備投資を行いつつ実践してまいりましょう。

二酸化炭素排出量の削減は目標値-28％という大幅な達成となり、産業廃棄物の排出も工事種類

コロナによる受注状況や工事種類が大きく影響してまいりますが、車両の燃費管理で行っている

原単位での管理は有効な手法ですので引き続き行ってまいりましょう。

の影響で大幅に少ない年度となりました。

これからも意識が希薄となることなく、小さなことから積み上げてエコ意識を維持いたしましょう。

いたしましたが、状況により適宜見直しは図ってまいりましょう。

　今期の建設現場部門においても、コロナによる受注増減の影響が大きかったと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年11月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　石松　肇



経営者 管理責任者 作成者

石松（肇） 長田 石松（晃）

2023/10/31 2023/10/31 2023/10/31

開催日 場所 石松組　本社 作成日

出席者

環境方針・目的

変更の必要性の評価

環境経営目標
環境経営計画

変更の必要性の評価

実施体制の変更
その他環境経営

システムの要素へ
加え得る変更

変更の必要性の評価

2023年10月31日 2023年10月31日

石松（肇）代表取締役 ・ 長田工事部長 ・ 福建築課長 ・ 石松（晃）・佐藤拓人

給湯器具の使用は必要最小限に留めるよう努力し、節水も意識してまいりましょう。事務
所のエアコンの温度設定は夏季：28℃・冬季：22℃を継続します。また、健康増進も兼ね
て社員の3Fまでのエレベーターの使用は引き続き原則禁止といたします。EA21委員が社
内での啓発を引き続き行ってください。
現場では不要な資源消費とならないよう、また産廃排出量の低減に努めるよう協力企業
への依頼も各現場で行ってください。利用度の高いガソリン・軽油の削減目標はやや高め
に設定しておりますが、エコドライブの徹底、公共交通機関の利用促進を引き続き行い、
目標達成に向けて努力してまいりましょう。

方針・目的の見直しは必要か　　（　　要　　・　　否　　）
様式･文書の見直しは必要か　　（　　要　　・　　否　　）

近況3年はコロナによる例外的な数値が続いておりますが、今後も継続して二酸化炭素
排出量、廃棄物排出量、水使用量の各項目について、-1％／年毎の目標を維持すること
にいたしました。ガソリン・軽油使用量については引き続き燃費での管理も行い、負荷低
減に努めてまいりましょう。購入電力については不要な電力消費とならないよう1人1人が
節電を常に意識してください。水使用量については手洗いうがいはしっかりと行いつつ、
節水を心掛けて目標達成に向けて努力いたしましょう。

目標・計画の見直しは必要か　　（　　要　　・　　否　　）
様式･文書の見直しは必要か　　（　　要　　・　　否　　）

原油価格が引き続き高騰しており、資材単価も各方面で引き続き上がっております。社内
においては、節電、省エネの意識を全員で高く持ちましょう。また、随時行っている各種設
備・機器の新規購入や買替えも、環境負荷低減要素を検討して適切に実施してまいりま
しょう。
各種取組みに関する新たな意見、提案を社内、協力企業に広く求め、今後の活動に活か
してまいりましょう。

手順･方法・実施体制の見直しは必要か　　（　　要　　・　　否　　）
様式･文書の見直しは必要か　　（　　要　　・　　否　　）

内容

総評
（経営者指示・コメント）

2011年1月の認証取得以来、当社の環境経営活動も14年が経過いたしました。
本年はコロナウィルス感染症が5類に移行されたこともあり、受注高がようやく回復傾向と
なりました。
現場稼働率が上がり外出機会が増えたものの、事務所内の電気、ガス、水道使用量はコ
ロナ禍と同じく目標未達に終わりました。4か年中期計画の策定も新たに設定した年とな
りましたので、新たな目標値達成に向けて、委員が声掛けの中心となって今後の活動をし
てまいりましょう。
社員及び協力企業の環境に対するエコ意識は高い状態を維持していると思います。引き
続き小さなことから出来ることを各現場で実践していってください。

9.代表者による全体評価と見直しの結果
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10.環境関連法規への違反、
訴訟等の有無

 弊社は以下の環境関連法規について、別添様式の「法的
及びその他要求事項の特定・遵守評価表」を作成し、法
令の遵守並びにその評価を行っています。

 2023年11月1日現在、関係機関からの指摘、利害関係者
からの訴訟はありません。
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 廃棄物処理法
 騒音規制法
 振動規制法
 建設リサイクル法
 東京都環境確保条例
 港区環境基本条例
 港区廃棄物の処理および再利用に関する条例
 川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例
 横浜市生活環境の保全等に関する条例
 消防法


